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東急電鉄 会社概要 

会社名   東京急行電鉄株式会社 
 

本社   〒150-8511 東京都渋谷区南平台町5-6 
 

設立   1922年9月2日（目黒蒲田電鉄株式会社） 
 

資本金   121,724百万円（2015年3月31日現在） 
 

営業収益  275,793百万円（2015年3月期） 
 

従業員数  4,267人（2015年3月31日現在） 
 

株式上場  東京証券取引所 市場第一部 
 

事業内容  鉄軌道事業、不動産事業 
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鉄道事業 

8路線、全97駅、線路長104.9km 
1日あたり約306万人を輸送 
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不動産事業 
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事業展開 
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サテライトシェアオフィス「NewWork」 
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首都圏近郊居住地および地方都市における 
サテライトシェアオフィス運営事業 



サービス概要 
○完全会員制のサテライトシェアオフィスサービス 
 会員の企業には専用のＩＣカードを配布し、部外者の侵入を制限することで、 
 安全な執務空間を提供。 
 

○駅至近のどこでも利用可能な店舗 
 店舗はいずれも駅至近に位置し、悪天候の際にもストレスなくアクセス可能。  
 また、利用者は都合に合わせて、全ての店舗を利用することが可能。 
 

○会議室、テレフォンブースの設置によるプライバシー性の確保 
 様々なワーカーが同じ空間で執務する中でも、安心して秘匿性の高い会話を 
 することができるよう、会議室およびテレフォンブースを設置。 
 

○専用利用が可能なブース席 
 フリーアドレス型のデスク席の他に、居住性が高く固定席として専用利用が 
 可能なブース席も用意。 
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提供する価値 

人材の確保 

オフィスコストの削減 

生産性の向上 

BCP対策 

少子高齢化による労働力の減少 
魅力的な職場環境の提供による、女性や高齢者の活躍推進 

自然災害時等、従業員の自宅周辺における執務環境を確保 

通勤時間の削減や異なる環境における執務環境の提供 

複数企業でオフィスをシェアすることによるオフィスコストの削減 
高賃料な本社オフィス面積の削減 
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NewWork展開エリア 

東急線沿線を中心とした直営店舗の展開 
5月20日 自由が丘、横浜、吉祥寺 3店舗同時オープン 
7月1日  たまプラーザ店オープン 
8月    二子玉川店オープン予定 
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オフィスレイアウト 
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提携店ネットワーク 
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全国主要都市のシェアオフィス事業者と提携し、 
どこでも使えるサテライトシェアオフィスネットワークを展開予定 



東急ホテルズとの連携 
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リゾートホテル（伊豆今井浜東急ホテル）における優待価格での合宿勤務 



「NewWork」におけるkintoneの導入 
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「NewWork」における、3つのポイント 

  
 日本全国利用可能 
 利用状況の可視化 
 キャッシュレス 
 
 →入退室、請求金額管理のIT化が必須条件 
 
※kintone導入における前提 
 既存システムのリプレイスや業務改善ではなく、新サービスへのシステム導入 
 kintoneアプリの制作や他システムとの連携などはSIer（R3 institute）に委託 



NewWorkの利用方法 

利用企業 

ライセンス ライセンス ライセンス 

①契約口数に応じて“ライセンス”（ICカード）を付与 
②利用者は入室時および退室時の“解錠カード”として利用 
③ライセンスごとの利用時間に応じて“企業に対して”一括して利用料金を請求 

当社 

利用契約 

従業員 
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kintoneで実現したこと 

利用実績の閲覧 
 利用実績をWEB上で確認できるインターフェースとして利用 
 

 無人店舗や提携店舗における入退室管理の実現 
 遠隔勤務地における労務管理の実現 
 オフィスコストの可視化の実現 

 
各種帳票の発行 
 蓄積された利用実績を元に請求書および利用明細を発行 
 

 請求金額の透明化と事前通知 
 複雑な料金体系における事務過誤の防止 
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kintone選定理由 

カスタマイズ 
 サービス開始後も状況の変化に合わせて、柔軟に仕様変更をすることができる 
 

コスト 
 ゼロからシステムを構築することに比べ、安価にシステムを構築することができる 
 

クラウド 
 自社でサーバーを保有することなく、クラウド上のシステムで運用可能 
 

スピード 
 サービスローンチまでの限られた期間の中でシステムを構築することが可能 
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システム概要 

入退管理システム kintone 

入退室情報 

①会員情報等登録 

②利用実績蓄積 
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③利用ログ転送 

クレジットカードサービス 
（検討中） 

④請求データ送信 

帳票サービス 

④’帳票の出力 
利用企業様 当社 

AWS 

AWS 

AWS 



kintoneに持たせた機能 

①店舗管理 
 各店舗の営業時間、物件オーナーとの契約状況の管理 
 

②利用企業様管理 
 利用企業様との契約条件等の管理 
 

③利用実績管理 
 利用企業に対してライセンスごとの利用実績閲覧機能を提供 
 

④利用料金請求 
 利用実績を集計し、企業様ごとに請求金額を算出、請求書を発行 
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①店舗管理アプリ 
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営業時間や席数などの店舗情報だけでなく、 
物件オーナーとの契約条件や提携店の情報など、 
店舗に関する情報を一元的に管理 



②利用企業管理アプリ 
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契約ライセンス数や契約期間などの契約情報だけでなく、 
企業情報や請求先窓口担当者など、 
利用企業に関する情報を一元的に管理 



③利用実績管理アプリ 
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各回ごとに入退室の時間、利用店舗および金額を表示 
入退室エラーなども確認可能 



④利用料金請求アプリ 
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利用企業も閲覧可能 
 請求金額の事前通知 
 請求料金の透明性 



今後予定している追加機能 
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利用実績分析アプリ 
 利用実績から店舗ごとの稼働率、売上等を自動的に分析、グラフ化 
 

予実管理アプリ 
 売上の予算達成率および費用面での予算執行率を管理 
 

提携店との情報共有アプリ 
 提携店の利用実績および利用金額に加えて提携店との情報共有 


